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C o n t e n t s
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表紙写真

（2018.9.12）

新生代第三紀の二枚貝カネ

ハラヒオウギの化石。道志

の石の七不思議の一つで

「大室山の介殻石」（貝石）

と呼ばれる。

「道志手帖」とは？

略して「ドウシテ」。「どうしってどんなところ？」という関心から生まれた、道志村地域おこし協力隊を中心とした有志

による冊子です。村で生活していて気になったこと、おもしろいなとおもったこと、発見や驚きを、年 4 回報告していき

ます。2016 年度からは新しい書き手による誌面をお届けします。書き手は常時募集しています。どなたでもお気軽にお問

い合わせください。

  What's
 "Doshi-techo"?

［連載］

道志の民話③湯元の河童　仲井義晶　…2

どうしの山 山みちマップ⑨ワラビタタキ（赤鞍ヶ岳）…巌道峠　石川敬子　…10

協力隊だより⑳　…12

お仕事拝見⑩山口直仁さん　仲井義晶　…16

野の幸山の幸⑥ツノハシバミ　…16

［特集］　

石は語る　…4

［寄稿］　道志と横浜 歴史を紡ぐ給水船『道志丸』
　中嶌拓哉　…8

道志手帖 20 号に掲載されたムササビの物語に関して

　7 月山梨鳥獣保護センターを再度訪問、ムササビ達は大切に育てられています。

　この際、職員の方から道志村から保護された今回のムササビ達は「ワカヤマムササビ」でな

く「ムササビ」という名称であるので訂正してほしいとの事。また野生動物は一般にストレス

に弱く、ことにムササビはそうなので、一般公開はしていないとの事です。

　保護した方が良いかなと思われる状況の野生動物に遭遇された際、最初に必ず道志村役場に

ご連絡してください。（佐藤八重子）
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特 

集

石
は
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に

あ
る
も
の
の
な
か
で
、
も
っ
と

も
古
い
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
何
万
年
、
何
億
年
と
い
う
時
間
が

た
っ
て
も
、
石
は
残
り
、
長
い
年
月
の

あ
い
だ
の
出
来
事
を
、
私
た
ち
に
想
像

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
だ
「
道
志
」
と
い
う
呼
び
名
も
な

い
は
る
か
昔
、
こ
の
地
は
ど
う
や
っ
て

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
生
き

も
の
が
住
み
、
ど
ん
な
環
境
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
現
在
の
村
の
中
心
を
流
れ
る

道
志
川
は
、
一
体
い
つ
ご
ろ
で
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
を
か

け
て
、
深
い
谷
が
削
ら
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
今
住
ん

で
い
る
場
所
に
は
、
か
つ
て
何
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
の
石
を
見
て
、
太
古
の
世
界
を

想
像
す
る
。
特
集
前
半
で
は
、
大
地
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
想
像
し
ま
す
。
後

半
で
は
人
と
石
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も

見
て
い
き
ま
す
。

石
は
語
る

特  

集

・道志の地質と地形
　丹沢山地が衝突したりマグマで持ち上げられたり、
大きな圧力を受けたことで（上図参照）、地質が複雑に
混ざりました。道志の地質はおおまかにみると、マグ
マが固まった岩とそのまわりの丹沢山地の地層から
成っているといえます。
　丹沢山地が衝突したときのひずみが断層（地層や岩

石が破壊されてでき、それを境に地質がずれているところ）と
して残り、それに沿うようにして水による浸食が進み
道志川ができました（道志川断層）。

道志の「石」について知るには

○参考図書・ＵＲＬ
　伊藤堅吉『道志七里』

　神奈川県立生命の星・地球博物館『かながわの自然図鑑①

　　新版岩石・鉱物・地層』有隣堂、2016

　斎藤靖二『新装ワイド版自然景観の読み方 日本列島の生い

　　立ちを読む』岩波書店、2007

　日本シームレス地質図（https://gbank.gsj.jp/seamless/maps.html）

○施　設　みなもと体験館道志・久保分校（道志村 2167）

③丹沢山地誕生～現在
富士山（や他の火山）が何度も噴火。地表が火山灰に覆われて行きました。

本州の南の海で、海底
火 山が 噴 火 を繰 り 返
し、噴火により海の生
き もの が 埋 めら れ 堆
積していきました。

①およそ 3390 ～ 2303 万年前
 海浸・島時代

南方の海にあった島（①）がフィリ
ピン海プレートに乗って北上し、現
在の本州に衝突しました（500 万年前

頃）。これが現在の丹沢山地です。

同時に地下のマグマによって持ち上
げられ丹沢山地が隆起しました（700

～ 400 万年前頃）。
さらに伊豆半島がやってきて
衝突し丹沢山地がさらに隆起
しました（100 万年前頃）。

②およそ 1500 ～ 100 万年前
 衝突・大変動時代

道志の大地の成り立ち
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特 

集

　

道
志
川
が
現
在
の
よ
う
な
地
形
を
作

り
始
め
た
の
は
１
０
０
万
年
～
数
10
万

年
前
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
※
右
頁
参
照
。
詳
し
い
調
査
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

そ
の
間
、
川
は
流
れ
を
変
え
な
が
ら
谷

を
削
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
の
変
化
に
よ
り
川
の
流
れ
の
勢
い
が

増
す
と
、
よ
り
深
く
川
床
が
削
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
の
な
か
で
、

か
つ
て
の
川
床
が
現
在
の
川
の
両
岸
に

階
段
の
よ
う
に
残
る
地
形
（
河
岸
段
丘
）

が
出
来
ま
し
た
。
現
在
集
落
が
あ
る
の

は
そ
の
段
の
上
。
私
た
ち
が
今
暮
ら
し

て
い
る
場
所
は
、
何
万
年
も
前
は
道
志

川
の
底
だ
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
の
は

お
よ
そ
３
万
年
前
の
川
床

フィッシングセンター（神地）の少し上流の道志
川右岸の崖に見られる川床の跡（点線囲み部分を拡

大したものが下写真）。当時の川原石が崖に現れてい
るようすが国道からよく見える。

久保～野原遊歩道のウグイスの滝へ降り
て行く山道（上図●地点）でも、角が丸く
なったこぶし大の石が見られる。角がと
れていることは川で磨かれた証。

「川床の跡」はこんなところに

久保周辺の地形図に段丘を示したもの。
等高線の間隔から段丘の崖の部分と平
らな部分が読み取れる。

段部分

河岸段丘の成り立ち

①谷を埋めるように
土砂が堆積し平野が
で き る（ ※ ）。 低 い と
ころに水が集まり川
ができる。

※図は模式的なもの。道志のような上流域では浸食力が強いためＶ
字谷となる。谷底に平野はできず堆積物はごくわずか。

②大地が持ち上がった
り海面が低くなったり
すると川の流れの勢い
が増し、氾濫して流れ
を変えながら周囲を
削って行く。

③②が繰り返される
こ と で 段 が で き る。
段の上部分に川原石
の層が残される。
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集

●「大室山の介殻石」（※ 1）として道志の石の七不思議の

ひとつに挙げられています（『道志七里』55 頁）。大室山中腹

の大群沢の支流・貝
けいざわ

沢（約 1100 万年前の地層※ 2）でたくさん

見られます。村では貝の化石は「貝
けいいし

石」と呼ばれ、庭石や

置物に加工したりして親しまれてきました。

●カネハラヒオウギは新生代第 3 紀中新世（※ 3）に北海道

南部～関東に生息していた二枚貝で、ホタテガイのなかま

です。冷たい海に棲み、道志村を含む丹沢地域が、この化

石が見つかる南限にあたります。当時はこのあたりに寒流

と暖流の境があったようです。

●丹沢の加入道山（約 1500 万年前の地層※ 4）からは暖かい海

に棲んでいた造礁サンゴの化石が見つかります。約 400 万

年のあいだにこのあたりの気候が変化した（暖かい海が冷た

い海になった）ことがわかります。

●村内ではほかにフジツボの一種などの化石が見つかって

いますが、大型のものは見つかっていません。化石として

残りにくい環境だったのでしょうか？（※ 5）尾根を挟んだ

神奈川県側ではオウムガイなどの化石が発見されているた

め、道志側でも探せば見つかるのかもしれません。

カネハラヒオウギの化石（貝石）

※ 1　大室山の介殻石のことを「サンカクガイ」と記している文献が
あるが、誤り。サンカクガイは中生代の生物で、それほど古い地層
は村内で見られない。
※ 2　丹沢層群大山亜層群鐘撞山層
※ 3　今から約 2300 万年～ 530 万年前
※ 4　丹沢層群大山亜層群本谷川層
※ 5　大室山の相模原市側ではブナのなかまの葉の化石が見つかって
いる。道志側の地層は砂より大きい粒で構成されているため、すり
つぶされてしまい、植物の化石は残りにくいようだ。

サンゴの
化石

大理石になり
きっていない

（結晶化していな

い）サンゴ（赤

枠内部分）が見
られる石（室久

保産）。

黄鉄鉱

●金色に光る立方体の結晶になる鉱

物で、川原の石に見られます。村で

は「ジャカ」と呼ぶようです。

●その昔、金塊がでた！と大騒ぎに

なったこともあったとか。

室
久
保
沢

貝
沢

▲
▲

▲
大室山

鐘撞山

加入道山

白石峠

「白井平」「白石峠」など、石に
由来する地名があちこちに見ら
れます

石の世界の想像以上の広がりと面白さを知りました。今後調査・研究が進展し、道志川の成り立ちや太古の生きものについてさらに解明されることを期待しています。（香西恵）

竹
之
本

久
保

キクメイシサンゴ
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大理石

水晶

菫
きんせいせき

青石（車
くるまいし

石・イボ石）

●サンゴ礁の化石からなる石灰岩が

マグマの熱で変化してできるのが大

理石です。村の地質は海底火山の溶

岩やマグマが固まってできた岩石（室

久保から上流地域※ 1）と、そのまわり

の地層（丹沢層群大山亜層群）とに分け

られます。ちょうどその境目にあた

る室久保周辺で、マグマの熱によっ

てできたいろいろな鉱物を見ること

ができます。

●明治 32 年に県の農業技師が大理

石だと指摘するまでは、村では「白

石」と呼び伝えられていました。

●加入道山山腹で大理石を採掘し、

水車動力で板状に加工、馬で道坂峠

を越えて都会へ建築貼用材として搬

出していました。しかし輸送が不便

で採算が合わないなか関東大震災で

採掘場が壊滅、事業は頓挫してしま

いました。（『道志七里』57 ～ 58 頁）

●加入道山山腹に「お茶煮」と呼ば

れる場所があります。一帯にある（と

いう）大理石でできた鍾乳洞を滴る

水の音から、そう呼ばれているとか。

※ 1　トーナル岩・石英閃緑岩（地図上の写真。
おおまかに紫色の範囲）

高さ約 3cm

幅約 40cm

直径 2.3cm

道志産大理石の加工品（水
源の郷やまゆりセンター展示
品。高さ 30cm ほど（右））。赤
味がかった色が道志産大
理石の特徴といわれます。

出 典 ： h t t p s : / / c o m m o n s . w i k i m e d i a . o r g / w i k i /
File:Cordierite-527337.jpg?uselang=ja（2018 年 9 月 12 日閲覧）

●室久保沢「水晶カ尾根」で良質

な水晶が見つかります。

●明治初年の頃、数雲塚の佐藤彦

兵衛・佐藤彦衛門の両人は、ここ

で水晶の採掘をしていましたが、

明治 4 年 11 月、坑道で仕事をし

ていた彦兵衛が生き埋めになっ

てしまい、その後採掘が続けられ

ることはありませんでした。

●村には水晶のほかにもいろいろな

鉱物があるといわれていますが、大

正 4 年に横浜市の水源となって以

来、水質に影響がでるとして鉱物の

採掘は厳しく制限され、鉱業が興る

ことはありませんでした。

●村では菫青石は「車石」（円柱状や

六角柱状で転がり易い（＝石車）ことが由

来？）や「イボ石」と呼ばれていま

した。竹之本などの集落では、小正

月のどんどん焼きで子ども達が焼い

たイボ石（下写真）を取り合う行事が

ありました。イボの部分が菫青石で

す。（お隣の神奈川県山北町でもイボ石と

呼ぶようです）

●アメリカ・コロンビア大学には、

中心が群青色で縁がはちみつ色の、

親指の爪ほどの大きさの美しい菫青

石が収蔵されています（上写真）。解

説には江戸時代末期の 1868 年ごろ

に収蔵した「とても珍しく美しい結

晶」「日本の秘境・道志産」とあり

ます。採掘したのはもしかしたら佐

藤彦兵衛ら（水晶の項目参照）でしょ

うか？　これほど見事な結晶はその

後見つかっていないようです。

白
井
平

道坂峠

道志で見られるおもな化石と鉱物

〈編集後記〉本特集はみなもと体験館 道志・久保分校 宇野夏樹さんのご協力によってできました。化石・鉱物・地層などさまざまな観点から道志の「石」について教えて頂き、

神
地
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横
浜
港
の
給
水
船
「
道
志
丸
」
は
そ
の

名
前
の
通
り
、
船
舶
へ
の
水
の
供
給

を
仕
事
と
し
て
い
る
。
主
に
生
活
用
、
飲
料
用

と
し
て
の
水
を
外
国
航
路
を
回
る
大
型
客
船
や

貨
物
船
に
週
3
回
ほ
ど
供
給
し
て
い
る
。

　

１
９
７
１
年
に
建
造
さ
れ
た
横
浜
港
唯
一
の

給
水
船
で
あ
り
、
船
の
全
長
は
30
メ
ー
ト
ル
、

最
大
で
３
６
０
ト
ン
も
の
水
を
積
む
こ
と
が
で

き
る
。「
道
志
丸
」
の
初
代
は
大
正
時
代
に
給

水
用
の
は
し
け
（
※
）
を
引
い
て
い
た
曳え
い
せ
ん船

で

あ
り
、
給
水
船
は
代
々
「
道
志
丸
」
の
名
前
を

受
け
継
い
で
い
る
。

　

横
浜
で
の
船
舶
給
水
の
歴
史
は
深
い
。
安
政

元
年
（
１
８
５
４
年
）
に
ペ
リ
ー
が
黒
船
を
率
い
て

横
浜
港
の
沖
合
に
停
泊
し
た
こ
と
が
は
じ
ま
り

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
給
水
事
業
は
長

ら
く
市
が
担
っ
て
い
た
が
、平
成
10
年（
１
９
９
８
年
）

に
現
在
の
給
水
事
業
を
行
う
「
横
浜
は
し
け
運

送
事
業
協
同
組
合
」
に
移
管
さ
れ
た
。

『
道
志
丸
』
に
触
れ
、

歴
史
に
想
い
を
馳
せ
る

　
「
か
つ
て
世
界
中
の
船
乗
り
か
ら
賞
賛
さ
れ

た
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
水
」。
道
志
村

道志と横浜
歴史を紡ぐ給水船

横
浜
港
を
走
る
一
隻
の
給
水
船
が
あ
る
。

黄
色
い
操
舵
室
が
特
徴
的
な
こ
の
船
の
名
前
は
『
道
志
丸
』。

道
志
と
横
浜
の
水
を
通
じ
た
深
い
つ
な
が
り
を
今
も
引
き
継
ぐ

『
道
志
丸
』
を
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。
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の
良
質
な
水
を
表
す
と
き
に
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
逸
話
で
あ
る
。
明
治
期
よ
り
横
浜
市
が
道

志
村
よ
り
取
水
を
始
め
て
１
２
０
年
、
両
市
村

は
水
を
通
じ
た
固
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
7
月
2
日
、
道
志
村
か
ら
15
名

が
『
道
志
丸
』
の
見
学
の
た
め
に
横
浜
市
を
訪

問
し
た
。
横
浜
港
本
牧
ふ
頭
に
向
か
う
と
仕
事

を
終
え
た
あ
と
の『
道
志
丸
』が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
『
道
志
丸
』
は
横
浜
市
と
道
志
村
の
歴
史
と

絆
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、「
か
つ
て
～
」

と
言
わ
れ
る
逸
話
を
実
現
し
て
い
た
の
だ
っ

た
。
こ
の
事
実
に
触
れ
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き

と
喜
び
の
声
が
上
が
っ
た
。
横
浜
は
し
け
運
送

事
業
協
同
組
合
の
方
々
か
ら
は
、
道
志
村
に
対

す
る
感
謝
と
敬
意
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

私
は
こ
の
訪
問
に
よ
り
、『
道
志
丸
』
が
紡

ぐ
歴
史
と
今
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
水
源
地

と
い
う
つ
な
が
り
が
こ
ん
な
に
も
素
敵
な
ス

ト
ー
リ
ー
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
を
村
民
の

方
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
一
隻
の
給
水

船
は
、
今
後
も
道
志
と
横
浜
を
繋
ぐ
象
徴
で
あ

り
続
け
る
。

　
『
道
志
丸
』
は
今
日
も
そ
の
名
前
と
歴
史
に

誇
り
を
持
ち
、
横
浜
港
を
進
む
。（

中
嶌
拓
哉
）

※１　港内、内海、河川などで貨物を運搬する平底型の小型船。はしけの多くは動力（エンジン）を持たない。
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協 

力 
 

隊 
 

だ 

よ 

り   

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

20

七 

瀧  
佳 
至

か
ね
て
か
ら
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
、
ク
レ
ソ
ン
の
栽
培
を
、

こ
の
７
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
無
農

薬
無
化
学
肥
料
無
動
物
性
肥
料
で
栽
培

文・写真　香西恵

し
て
い
る
野
菜
を
、
個
人
向
け
に
お

届
け
す
る
野
菜
セ
ッ
ト
で
販
売
し
た

り
、
藤
野
の
朝
市
や
各
地
の
マ
ル
シ
ェ

な
ど
で
販
売
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
９

月
15
・
16
日
に
は
、
東
京
・
青
山
で
開

催
さ
れ
た
全
国
の
協
力
隊
に
よ
る
マ
ル

シ
ェ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

7 月 11 日、川原畑の畑では、ナスや
トウモロコシ、トマトなどたくさん
の夏野菜がぐんぐん育っています。

7 月 3 日（ 上 ） と 8 月 7 日（ 右 ） に は、
藤野で開催される「ビオ市」に出店しま
した。

9 月 15・16 日に青山で開催された全国地域おこし協力隊マルシェ（青山ファーマーズマー
ケット）。全国 46 市町村の協力隊が参加して各地の特産品やこだわりの農産物を持って
集結した初めての試みでした。抱井さんのはちみつや千々輪さんのクレソンなど、道志
の農産物を多くのかたに手に取っていただくことができました。

7 ～ 8 月　畑と出店のようす

9/15・16　全国地域おこし協力隊マルシェ

畑

＠川原畑
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ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
、
シ
シ
ト

ウ
な
ど
、
夏
野
菜
を
収
穫
し
出

荷
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
器
具

が
調
達
で
き
ず
じ
ゃ
が
バ
タ
に
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
や
ら
れ
て
し
ま
い
、
ほ

と
ん
ど
収
穫
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
焼

き
芋
用
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
一
度
イ
ノ

シ
シ
に
掘
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
た
く

ま
し
く
生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。
無
事
収

穫
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

鳥 

澤  

拡 

太

インゲンはあまり好きではありませんでしたが、
自分でつくったインゲンを茹でてマヨネーズをつ
けてみたらおいしく食べられました。

畑

＠戸渡

横浜ビールでは、毎週水曜日
は道志村ランチの日。道志の
野 菜 を ふ ん だ ん に 使 っ た メ
ニューが味わえます。

毎週水曜日は横浜ビールへ、そのほか
には紅椿の湯へ出荷しています。この
日は富士なす、なす、インゲンを横浜
ビールへ納品。横浜ビールのかたとほ
かの生産者のみなさんと（下）。

9/7　野菜を収穫・納品
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今
年
は
ミ
ツ
バ
チ
の
群
れ
を
増
や

す
こ
と
が
出
来
、
15
群
が
29
群

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
は
晴
れ
の
日

が
多
か
っ
た
た
め
蜜
が
た
く
さ
ん
集
ま

抱 

井  

昌 

史 

り
、
８
月
に
も
採
蜜
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
課
題
だ
っ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
に
よ

る
被
害
へ
の
対
策
は
、
捕
殺
器
設
置
の

効
果
が
あ
り
今
の
と
こ
ろ
順
調
で
す
。

　

秋
は
餌
を
与
え
た
り
群
れ
を
ま
と
め

た
り
し
て
、
無
事
冬
越
し
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

9/6　合同・女王蜂のマーキング・餌やりなど

9/13　食用菊のようす

体験農園の一角にあるハウスで４種類の食用菊を育てています。今年は昨年に比べ
３倍くらい菊の生育が良いです。／先日の台風（8 月 23・24 日の台風 20 号）の
大雨でハウス内に水がたまり、その後しばらく水がひかなかったため、一部の株が
枯れてしまいました。（左上）／９月後半に収穫予定の「阿房宮」がつぼみをたく
さんつけています。（左下）道の駅への出荷以外に、今後旅館などで使ってもらえ
ないか、販売先を考えています。

養 蜂

＠野原

群れが大きくなると巣箱に入りきらなくなるので巣箱を足します。新しい巣箱に巣板を分け
て入れ、新しい巣板も足し、元の巣箱の上に重ねます。

継ぎ箱

畑

＠神地
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9/13　畑周辺の草刈り　

板橋の畑のようす。9 月 4・5 日の台風 21 号の強風で柵の一部が倒れてしま
いました。（左）／エゴマ（中）、落花生（右）、里芋、白菜、大根、ゴボウな
どを育てています。

群れのなかから女王蜂を見分け易くするために
背中に色をつけます。年によって色を変えるこ
とで女王蜂の年齢を特定することもできます。
二酸化炭素を吸わせて気絶させてから着色し、
片方の羽を短く切ります。これは飛べなくして、
分蜂したときに捕まえ易くするためです。

小さい群れは冬を越すことができません。冬の前に強い群れに弱い群れを合体させま
す。そのまま合わせると群れ同士が匂いの違いにより敵対してしまいます。そこで、
巣箱のあいだに切れ目を入れた新聞紙を一枚挟みます。2・3 日たつと新聞紙が破られ、
上下間の群れの匂いがなじんで合体が済んでいます。

春と秋には餌やりが必要です。砂糖水
と、花粉を蜂蜜で練ったものの２種類
を与えます。砂糖水は日々のエネル
ギー源に、花粉は幼虫が育つための食
料になります。

捕殺器で捕まったスズメバチ
捕殺器を制作し巣箱の入口に設置
しました。ミツバチを狙ってスズ
メバチがやってくると出られなく
なるしくみです。（ミツバチは金
網を通り抜けられます）

ニホンミツバチと混ざった群
盗蜂（ほかの群れの蜜を盗む）にやっ
てきていたニホンミツバチごと巣箱
を移動させてしまったため、２種が
同居するようすが見られました。（腹
部が黒いものがニホンミツバチ）

女王蜂のマーキング

新聞紙合同

餌の補給

畑

＠板橋
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道志村地域おこし協力隊
協力隊へのご意見や本誌のご感想をお聞かせください。
お気軽に左記の宛先へご連絡ください。

作画　仲井義晶

採集日：9 月 12 日

動物たちより一足早く味見を
させてもらいます。雨上がり
の山へ入り両手に持ちきれな
いほど採りました。（村内の一
部の山では蛭対策が必要です。
雨上がりなどは特に注意。）

水気のある外側の緑の果
皮をとると、なかから小
指の爪ほどの大きさのど
んぐりのような固い種が
でてきます。これをさら
にハサミで割ると……

ようやく食べられる部分が！　
炒るとほんのり甘くコクのあ
る匂い。一粒かじるとびっく
りするおいしさ。お肉のよう
な濃い旨み。動物たちに人気
のわけがわかりました。

皮をとると、なかから小

りするおいしさ。お肉のようりするおいしさ。お肉のよういほど採りました。（村内の一いほど採りました。（村内の一
な濃い旨み。動物たちに人気な濃い旨み。動物たちに人気部の山では蛭対策が必要です。部の山では蛭対策が必要です。

でてきます。これをさらでてきます。これをさら
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水気のある外側の緑の果

にハサミで割ると……にハサミで割ると……

採集日：9 月 12 日採集日：9 月 12 日

野 山幸 幸の の
第 6 回 ツノハシバミ
リスやムササビ、山の動物たちのごちそう。
ツノハシバミの実をいただきます。

　高校の時からのオートバイ好きが高じて 1999 年に
開業。御年 27 歳、結婚をし、生活を抱えての船出に
は大いなる不安もあった。それでも起ち上げたのは一
国の主としての気負いかもしれない。卒業後、甲府で
2 年、道志から約 6 年、隣町の整備工場に通い研鑽を
積んだ。特に「板金・塗装」は店の売りを考え技術習
得に努力した。そのおかげもあって、きついこともあ
ったが仕事が続きありがたいと思っている。
　事業の継続やこどもの将来も悩みの種だが、家族が
健康で楽しく生きることを心がけている毎日です。


